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■ NPO 法人玉川まちづくりハウス
運営委員長　伊藤雅春
運営委員　平松陽一　木下壽子　　
監事　戸張郁子
事務局スタッフ　小西玲子 ( 運営委員 ) 

池田麻未　昆野敬子
製作　2025 年 12 月 1 日

②せたがや防災NPOアクション

・2025 年 1 月 25 日　『区内 NPO 団体向け学習会』

　HUG( 避難所運営ゲーム ) の世田谷版、 北沢版を使用して、 避難所の

福祉的な困りごと等を深堀し、 多様な避難者への福祉的配慮を検討。 9 団

体 11 名。 属性の固定観念を外し、 男女、 高齢者、 障害者で決めつけず、

一人一人の人間として対応すること、 また、 各 NPO のふだんの地域活動

で住民の状況をわかっていくことが重要だと確認しました。

①大久手計画工房との協働事業

●板橋区補助第 26 号線と沿道一体まちづくり相談窓口支援業務

　大久手計画工房との協働プロジェクトとして、2015 年度から引き
続き板橋区の「補助第 26 号線と沿道まちづくり相談窓口開設支援業務」
に取り組んでいます。

　大久手計画工房との協働プロジェクトとして 2015年から取り組んで

いる「補助第 26 号線と沿道まちづくり相談窓口開設支援業務」は今年

度で 7 年目を迎えています。毎月一度地区内の空き家空き地の現状を

地図に落とし込んでいるのですが、まちを隅々まで歩きまちの新陳代

板橋区大山の 26 号線沿道▶

専門性提供事業　

専門性提供事業　8p

①大久手計画工房との協働事業

・2024 年 11 月 2 日　『防災訓練』

講師：男鹿芳則氏 ((一財 )ハウジング＆コミュニティ財団理事 )

謝のようなものを肌で感じてい

ます。わたしたちのまちの住環

境協議会の活動に近い部分もあ

りますが、コミュニティとの関

わりがないところが全く違うと

ころです。

・2024 年 12 月 8 日　『在宅避難ここがポイント』

講師：宮崎孟史氏 (世田谷 NPO アクション代表 )

　玉田シニアサロンで在宅避難を進めている世田谷区の最新情報とその留

意点について、 また能登半島地震の現状報告を伺いました。

　男鹿さんが関わっている、 「マップＤＸ」 というアプリを

利用して九品仏淨眞寺周辺の住宅街を街歩きする。 現

代の地図をはじめ、 各年代の地図、 河川現況図、 史

跡等を重ね合わせることによって新たに見えてくる防災

の視点を探り、 一見して安全な住宅街で、 どのような防

災的課題があるかを話し合いました。

　そのほか防災 NPO アクションは世田谷区各地区で行われている防災塾

講師、 活動団体のイベント、 シンポジウムに登壇等、 多くの活動を行って

います。 また、 7/10、 9/11 と世田谷区内で豪雨による被害が多数出て、

災害は地震ばかりではないことを、 再確認しました。

・2025 年 2 月 21 日　『住まい・まちづくり防災分科会』

　経堂 2 丁目の防災まち歩き。 「地震に関する地域危険度測定」 ( 東京都

都市整備局 S50 年から 5 年ごとに実施 ) で、 都内 5,129 町丁目の危険度

ランキングが 2003 年から 2013 年の間に火災発生率が改善されているのに、

ランキングは変わらない、 他地区も建替えや道路の整備が進んでいるのだ

ろうか等を、 考えながらの街歩きは様々な視点を共有できました。
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　2023 年度独立行政法人福祉医療

機構 (WAM) の助成を受け取り組ん

だ街角保健室プロジェクト。 昨年度

は集ったメンバーそれぞれの活動は

継続していたものの、 それ以後の展

開をはかることが出来ませんでした。

　再度目に見える活動をしようという

声が上がり、 「世田谷区地域の絆連

携活性化補助金を得て、 10/12 「つ

ながる街角祭り」 を中心とし、 「街角

保健室プロジェクト 2025」 を継続中

です。 (5p に続く )

街角保健室プロジェクト
●街角保健室プロジェクト再び
　世田谷区地域の絆連携活性化補助金

（2024 年 10 月～ 2025 年 9月 )

　●「ケアするコミュニティ」
　　について

●能登支援豪雨災害支援
　チャリティコンサート
　全面協力：タマデンマルシェ

能登支援豪雨災害支援チャリティコンサート
協力：タマデンマルシェ

ケアするコミュニティ

　2024 年 10 月 20 日、 タマデンマルシェの後の時間に space えんがわ

inn で、 地元にお住いの東儀秀樹さん典親さん親子によるコンサートを開

催しました。
　2011 年から７回続けていた東儀さんに

よる東日本大震災支援コンサートはコロ

ナ禍で止まっていましたが、 2024 年お

正月に地震に見舞われ、 9 月に豪雨に

も見舞われた能登に支援をという想いか

ら、 このタイミングで復活し実現しました。

　当日はこれ以上ないという青空の秋ら

しい風の中、 しちりきや笙の音が響き、

本当に素晴らしいコンサートとなりまし

た。

　演奏していただいた東儀さん、 典親さ

ん、 会場に足を運んでくださったみなさ

ま、 本当にありがとうございました。 　

　活動していく中で、 今年度 「ケアするコミュニティ」 という言葉に出会いま

した。 　「ケアするコミュニティ」 はコミュニティの育んだ隣人愛が自然に感じ

られるコミュニティではないか、 玉川まちづくりハウスの取り組んでいるいくつ

かの活動を、 「身近な地域にコモン ( 地域共有資源） を生み出し、 たくさん

のコミュニケーションと熟議の 『場』 をマネジメントし 「ケアするコミュニティ」

を実現することとして位置づける」 ことができるのではないか　と考えました。

　今後の玉川まちづくりハウスのミッションとしてこの言葉を大切に育てていき

たいと思います。

　95人の入場者、収入 19万
円から経費を除いた額77,502
円を公益財団法人「ほくりく
みらい基金」の令和 6年度 9
月能登半島豪雨災害支援基金
に寄付いたしました。

ほくりくみらい基金
Hokuriku　Mirai　Foundation

公益財団法人ほくりくみらい基金

2023 年に設立された

石川県発のミュニティ財団

災害支援活動している団体への助成を

行っています。



地域協働事業

お手伝い事業  2p ～

①玉川田園調布住環境協議会

②地域の福祉を考える楽多の会

③読書空間みかも

④安全・安心まちづくり

⑤ねこじゃらし公園

⑥宮本三郎記念美術館と地域の会

⑦九品仏地区社会福祉協議会

ハウス企画ネットワーク事業　3p～

①子育て支援活動

②街角保健室プロジェクト

③タマデンマルシェ

④せたがや居場所サミット参加

⑤九品仏アートフェスタ

⑥タマデンマルシェ×九品仏アート
フェスタ×宮本三郎記念美術館と
地域の会

⑦いつまでも安心して暮らせる

　　　　　　　地域づくり事業

　・お隣さまお茶会

　・ここからカフェ九品仏

　・玉田シニアサロン

お手伝い事業

地域協働事業　世田谷区玉川地域を対象に活動しています

それぞれの活動が発足するときの支援活動を行いました。 その活動を担う人材が別に現れて
活動資金も別に調達し独立していくことが、 ハウスの活動の特徴です。 現在は事務局作業を
支援しています。

①玉川田園調布住環境協議会・・・事務局担当
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　2000 年度～ 2025 年度の間に、 区域内で 208 件。 年平均 7 ～ 8 件程

度の新築計画があります。 今年度は、 2024 年 10 月～ 2025 年 9 月までに

10 件の届け出がありました。 すべて戸建て住宅でした。

　6 月 29 日 ( 日 ) 玉川田園調布会館にて世話役 14 名を含む 15 名が参加

し ( 総数 30 名 委任状 11 名 ) の第 39 回玉川田園調布住環境協議会が開

催されました。

　玉川田園調布内のコンビニが閉店したこと、秋に環八沿いのスーパーマー

ケットが閉店予定であること、 八幡小学校の改築の計画が動き始め、 世田

谷区教育委員会からアンケートのお願いが来ていることなどについてもお知

らせしました。  

　出席のみなさんからは、戸建て住宅が集合住宅に変わっていってしまうと、

町会に入会する人も減るのではないかという懸念や、 良好な住宅地に配慮

せず店舗を入れていくのは住環境が壊れていくのではないか、 いや或る程

度の利便性は大切など様々な議論がなされました。

　協議会は、 建て主、 設計者、 施工業者と案件ごとに協議し、 近隣とのト

ラブル、 住環境の悪化を防ぐことを主な活動としています。

　今後は新築計画の協議だけでなく、上記のほか、ゴミ出しの問題、空き地・

空き家の管理なども含めまちのこまやかな住環境に寄与するような取り組み

をしていきたいと考えています。

情報発信事業　7p～

①ハウスニュース

②ホームページ

③冊子

②地域の福祉を考える楽多の会・・・事務局担当

　設立以来毎月発行のらくだ通信の編集と発行を引き受けてきましたが、

2026 年 3 月をもって 「地域の福祉を考える楽多の会」 は解散することに

なりました。

　とても残念ですが、 25 年を経過し、 スタッフそれぞれの体調や家庭環

境の変化だけでなく、 コロナ禍による活動環境の変化も加わり、 また 地

域にそれぞれ様々な活動が見られるいま、　次の段階に進む時が来たと

いうことになるのだと思っています。

　しかしここで培われた活動は違う形で継続していくことになっています。

体操したり、 麻雀したり、 おしゃべりしたり、 人と人とが直に会ってというこ

とがどれほど大切か、 コロナ禍を経て、 ますます認識されています。

　昨年の報告でも 「25 周年の記録をまとめ、 それを次世代に残すことを

模索していきます」 と書きました。 作業が遅れていることを関係者の皆様

にお詫びいたします。2026年の春までにはお届けできるようにいたします。

　1995 年～ 2000 年の建物建設ワークショップから、 会の設立、 介護保

険制度が始まったこと…から始まり麻雀がどれほど高齢者の元気に寄与し

ているか、 みなさんでらくだツアーと称して様々な場所を訪れたことなど、

忘れず記録できたらと思っています。

　また、 デイ ・ ホーム玉川田園調布 1 階、 地域交流ルームが、 地域住

民に開かれていることの重要性をもう一度確認し、 玉川まちづくりハウスと

して、 できることを考えていきます。

NPO 連携事業　7p～

①住まい・まちづくり相談

②せたがや防災 NPO アクション
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情報発信事業

　今年度も 「地域の魅力発見マガジン」 作成は、 見送りました。

　楽多の会の活動をまとめることに力を注ぎます。

①ハウスニュース
　毎月月末に会員向けニュース 「みんなでホイッ！」 を発行しています。 ニュー

スではハウスの活動を随時紹介しています。 地域の歴史の専門家染野和夫さ

んのコーナー 「地域 gayagaya」 は大変好評です。 一冊にまとめて、 会員だけ

でなく広く読んでいただけるよう、 準備したいと考えています。

　コラム欄の書き手は 40 代、 これまでのハウスニュースの読者層よりは、 幾分

若いです。 若い感性のコラムに新しい風をもらっています。

②ホームページ　HP:https://www.tamamati.com    X:@tamamatihouse

③冊子

　ブログとツイッターで地域講座の日程などすぐにお知らせしたい

情報を、 リアルタイムでお伝えしています。 イベントの詳細など随

時掲載しています。 ぜひ遊びにきてください。

　玉田シニアサロンは、　毎回 10 数名の方が参加されています。 サロンで話される話題は参加される方の幅広い関

心を背景としながらより広く公共的な話題へと広がる内容となりつつあります。 コミュニティと市民社会を繋ぐ貴重な熟

議の 『場』 として継続していきたいと思います。

2024 年

10 月　わが町を悩ませるノン・ヒューマンな課題

11 月　犯罪率を効果的に減少させる方法

12 月　在宅避難のここがポイント

2025 年

2 月　田園調布開発の歴史

4月　リニア新幹線問題報告・ケアするコミュニティを考える

7月　ケアマネージャーのお仕事

9月　コミュニティヒストリー

●玉田シニアサロン

NPO連携事業
①世田谷区住まいまちづくり相談
　「住まいまちづくり住宅相談ネットワーク」 は世田谷区

の相談事業 「住宅まちづくり総合相談」 を担当する 3

つの NPO 法人で作っている団体です。 住まいの困っ

た！をまちづくりに関わる建築士としてアドバイスしていく

ことを目的にしています。

　世田谷区 5 支所と三軒茶屋の 6 カ所で月 2 回ずつ開

催されています。

　隣地間のトラブル、 工事の際の業者との話し合いの進

め方、 また予め知っておいた方がいいことはなにか？

についての相談が多く、 実際の建設についてより、 わ

からないことを整理するために、 またどこに聞いたらい

いかわからないことの相談が主です。

　  玉川田園調布会館で開催されています

HP X( 旧 Twitter） Instagram

5 月　社交ダンスへのいざない　日本ダンススポーツ連盟
　　　視覚に障害がある方も共に楽しみました　

2月　足の健康について　

12 月　パントマイムと腹話術

「ここからカフェ九品仏」
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　九品仏淨眞寺参道にある複合施設の 2 階フロアをお借

りして開催している 「こころとからだのカフェ」。 心に不調

を抱え、 少し外出が億劫になっている方々のために始め

ました。 世田谷区保健所の支援も受けていますが、 世

田谷区 「地域の絆活性化補助金」 を活用して活動して

います。10 月は災害関係、8 月は戦争を考えるがテーマ、

そのほか、 足や、 歯の健康を考えるシリーズや、 朗読、

パントマイムと多彩なプログラムで、 お顔見知りを増やす

ことが、 健康につながると開催しています。

　　世田谷区でも社交ダンスがこんなに盛んと知りました。

●『ここからカフェ九品仏』

12 月　地域の有料老人ホーム　チャームプレ
ミアでのヴァイオリン・ピアノコンサート

2024
10 月　第 78 回　事前の備えについて考えましょう    17 名　
11 月　第 79 回　「青い壺」のリレー朗読　             31 名　
12 月　第 80 回　パントマイムと腹話術　              26 名

2025
 2 月　第 81 回　足の健康　パート 2　                   27 名
 3 月　第 82 回　" クビアカ " 警報「桜が危ない！」　25 名
 4 月　第 83 回　歯の健康　                                  22 名
 5 月　第 84 回　日本ダンス・スポーツ連盟　          33 名
 7 月　第 85 回　おはなしを楽しむ会                   　19 名
 8 月　第 86 回　戦争の証言ドキュメンタリー 
　　　　　　　　　　　　「東京大空襲」を観る会　  27 名
9 月　第 87 回　酷暑を乗り切るフレイル予防対策　 21 名

9 月　「朗読」
タイトル「愛情の裏側」
大人の朗読でした

5月　ピアノ
を楽しまれ
る男性が印
象的でした

2024
10 月　第 103 回　樹と友達になろう
11 月　第 104 回　今野さんの珈琲を囲んで
   　                               　　　　楽しいひと時を　17 名
12 月　第 105 回　ヴァイオリン・ピアノ
　　　　　　　　　  　　　  クリスマスコンサート　38 名
2025
1 月　 第 106 回　訪問美容　おでかけ美容院を
　 　　　　　　　　　             知っていますか？　 20 名
2 月　 第 107 回　みんなで唄いましょう　             20 名
3 月 　第 108 回　かわいい布コースターを作ろう　 20 名
4 月 　第 109 回　ブレス＆マッサージ　　　　　　 14 名
5 月　 第 110 回　 ピアノ連弾と歌を楽しみましょう 22 名
6 月 　第 111 回　 手品と落語                          　	 16 名
7 月　 第 112 回　 心と体を動かしましょう            16 名
9 月 　第 113 回　 朗読の会けやき                    　  26 名
　

6 月　有料老人ホームチャームプレミアで
入居のみなさまと落語と手品を楽しみました

1月　訪問美容とはどん
なことをするのかのお
話、実際の体験もでき
て、この後、space えん
がわ inn で「お出かけ美
容院」が始まりました

3 月　てしごと
布コースター

11 月　95 歳になら
れる今野さんの溌
剌とした姿に圧倒
されました

　NPO 法人玉川まちづくりハウスの活動の目的は　…活き活きとした近隣関係を育てるとともに地域にふさわしい豊か

な住環境を創造すること…。 人々が自分の地域と呼べる場所を作り、 そこでいつまでも安心して暮らせる地域とするこ

とが目的です。 コロナ禍を経過し、 人と人が直に触れ合う場が大切と、 さらに強く感じていますが、 元の通りとは行か

ないことも思います。 迷いながらですが、 このような小さな集まりを継続していきたいと考えています。

⑦いつまでも安心して暮らせる地域づくり

●『お隣さまお茶会』
　住宅地の中、 庭の緑に囲まれた space えんがわ inn をお借りしての小さな集まり。 ほとんどが歩いて来られる方の参

加、 地域の民生委員はじめスタッフが 「気になる方々」 に声をかけてくれます。

　もしもの時に、 ご近所で声を掛け合うことができる顔見知りができることは、 もしもの時の安心感につながります。

　九品仏あんしんすこやかセンター職員も顔を出してくれます。 地元のヴァイオリニストや　朗読の先生、 訪問美容に

取り組む青年、 落語の名人…、 95 歳になっても積極的に活動に取り組み、 区内各所で珈琲を淹れたり、 オカリナを
吹いてくださる K さんには本当に力をもらいます。 地域の

人的資源の豊かさを感じています。
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⑤ねこじゃらし公園・・・活動参加

　ワークショップ形式でデザインされた公園として日本で

も先駆けのねこじゃらし公園。 遊具のない原っぱとして

有名です。 31 年を経た今もグループねこじゃらしにより

管理と清掃が続けられていますが、 市民活動にはおき

まりの 「次世代にどう継続するか」 がいよいよ課題です。

⑥『宮本三郎記念美術館と地域の会』

　地域の会が企画して、 宮本三郎記念美術館で開催す

るイベントはコロナ禍以降中断しています。 しかし、 今年

度、 九品仏アートフェスタのメンバーが地域の会に合流

ハウス企画ネットワーク事業
まちづくりに関する住民活動のネットワークを形成、 支援する事業

①子育て支援活動

　奥沢 7 丁目のねこじゃらし公園と奥沢 1 丁目の奥沢公

園におもちゃを持ち込んであそびの基地を作り、 子どもの

外遊びを推進する 「世田谷区自然体験遊び場づくり事業」

を行っています。 対象は就園前のお子さんとその保護者

です。 保育園の子どもたちも大勢来ます。

● 2拠点で活動しました

■ねこじゃらし公園

　東京都世田谷区奥沢 7-46-5

■タイヤ公園（奥沢公園）

　東京都世田谷区奥沢 1-19-2

⑦九品仏地区社会福祉協議会　マップ事業

④安全・安心まちづくり (防犯パトロール )

・毎月、玉川田園調布回覧版で回覧されている安全

安心まちづくりニュースの表紙の連載は、158 名に

なりました。今年度も町内の犯罪はめっきり減って

全体としては安心なまちだったと思います。町会名

簿は作成されなくなりましたが防災訓練や放水訓練	

③読書空間みかも・・ハウスとの情報交換　

　玉川まちづくりハウスが世田谷トラストまちづく

りの事業「地域共生のいえ」の一つとして運営を支

援してきた「読書空間みかも」。コロナ禍も乗り越え

毎週木曜日読書空間を開催、一箱古本市や、百人一

首の会も盛況です。

　2017 年に玉川まちづくりハウスが作成した地域の

X　（旧 Twitter）
【読書空間みかも】@dokusyo_mikamo
【読書空間みかもイベント】@mikamoyotei

2025 年度助成金　440,016 円

魅力発見マガジン No.6『みかも本』が有効活用さ

れています。( 一財 ) 世田谷トラストまちづくり

の SNS で活動をしらせています。

ねこじゃらし公園

などの機会も通じて顔の見える関係は広がってい

るように感じています。9月から防犯パトロール

隊の懇親会は町会の懇親会として拡大し、毎月町

会会館で開催されることになりました。

　

し、 再び企画を開始しようということになりました。 来

年度は新しい活動を報告できると思います。

　夏の間の外遊びは、 支援する側にとっても外へ出か

けようということがためらわれる暑さでした。 大切なことと

わかっていてもなかなか外へ出られない保護者、 他保

育園との遊びの場所を離さざるを得ない保育士さんを

見かけ、 心傷みます。

　忙しい親も増えて、 スタッフの確保が課題続きでした

が、 来年度は奥沢公園での活動は他グループに譲り、

ねこじゃらし公園のみで継続する予定です。

●玉川田園調布防犯パトロール隊

●安心安全マップ／お出かけ支援マップづくりの支援
　九品仏地区社会福祉協議会マップ委員会作成のマップ作り。今年度は改

定作業は行いませんでしたが、地区の防災イベント等で活用されています。

保育施設、コンビニ、情報は日々変わります。更新作業の重要性を痛感し

ています。



＊そのほか玉川まちづくりハウス定例運営委員会、ニュースレターの発行、世田谷区の住宅相談、せたがや防災 NPO アクション運営会議などを毎月行っています。
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②街角保健室プロジェクト

③タマデンマルシェ

　毎月原則第 3 日曜日、 2020 年から始まったタマデンマルシェは、 田園調布から自由が丘へのバス通り沿いのカフェ

Min Ateljé （ミンナトリエ）、 野菜の AINONEFARM （アイノネファーム） の玉置さん、 タロットの玉野さんらも加わり、

その輪は着実に広がっています。 　ゆったりとした時間がコミュニティの入り口として、 みなさんをお待ちしています。

　お隣さまお茶会 vol.103
　　　　　　　　 （21 日）
　ここからカフェ vol.78
　　　　　　　　 （26 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし（15,29日）
　プレーリヤカー
　奥沢公園　       （31 日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （16 日）
　街角保健室 KOTORI             
                         （29 日）
　住宅相談
   ネットワーク会議（22 日）
　能登半島支援チャリティー
   コンサート　　  （20 日）
　タマデンマルシェ（20 日）

　お隣さまお茶会 vol.104
　　　　　　　　 （11 日）
　ここからカフェ vol.79
　　　　　　　　 （30 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （19 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　         （8 日）
　玉田シニアサロン （3日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （20 日）
　街角保健室 KOTORI                         
　　　　　　 　　（26 日）
　おひさまカフェ（24 日）
　タマデンマルシェ（17 日）

　お隣さまお茶会 vol.105
　　　　　　　　   （9 日）
　ここからカフェ vol.80
　　　　　　　    （21 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （17 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　       （20 日）
　玉田シニアサロン （8日）
　街角保健室 + おひさま日和
   ＠えんがわ inn（18 日）
　玉川まちづくりハウス
   第25回総会　　 （13日）
　タマデンマルシェ（15 日）

　お隣さまお茶会 vol.106
　　　　　　　　 （20 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （21 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　       （10 日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （15 日）
　街角保健室 KOTORI                         
　　　　　　　　（21 日）
　住宅相談
   ネットワーク会議（22日）
　タマデンマルシェ（19 日）

　お隣さまお茶会 vol.107
　　　　　　　　 （10 日）
　ここからカフェ vol.81
　　　　　　　　 （22 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （18 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　       （14 日）
　玉田シニアサロン （2日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （19 日）
　街角保健室 KOTORI         
                         （25 日）
　せたがや防災 NPOAC
　住まい分科会　  （21 日）
　タマデンマルシェ（16 日）

　お隣さまお茶会 vol.108
　　　　　　　　 （10 日）
　ここからカフェ vol.82
　　　　　　　　 （22 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （18 日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （19 日）
　街角保健室 KOTORI                         
　　　　　　　　（25 日）
　タマデンマルシェ（16 日）

　space えんがわ inn で人が集う場所、 居場所としての街角

保健室活動を継続しています。 今年も猛暑で夏の間はお休

みしました。 ダブルケアの方々のサロン KOTORI は、 着実

に活動を継続中です。

街角保健室として、そして
コミュニティの入り口として
おしゃべりが始まります

人気のタロット

　ミンナトリエのラインナップ　　　　　3月、雨天時はお店の中で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャムを販売しました
　　　　　　　　　

AINONEFARMのお野菜

　2023 年度に集ったみなさんと、 次を目指していこう

と再び話し合うことができ、 2025 年 10 月 12 日には、

「つながる街角祭り」 を開催。 少しずつですが進めて

いきます。

岩手からリンゴジャムを
届けてくれた寺川さん



＊そのほか玉川まちづくりハウス定例運営委員会、ニュースレターの発行、世田谷区の住宅相談、せたがや防災 NPO アクション運営会議などを毎月行っています。
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④第6回せたがや居場所サミット参加

marksearch
スー・マークさんと
ブルース・ダグラスさん

　お隣さまお茶会 vol.110
　　　　　　　　 （12 日）
　ここからカフェ vol.84
　　　　　　　　 （24 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （20 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　         （2 日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （21 日）
　街角保健室 KOTORI                         
　　　　　　　　 （27 日）
　お出かけ美容院  （20 日）
　タマデンマルシェ（18 日）

　お隣さまお茶会 vol.109
　　　　　　　　 （14 日）
　ここからカフェ vol.83
　　　　　　　　 （26 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （15 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　       （25 日）
　玉田シニアサロン （6日）
　街角保健室 KOTORI 
                         （22 日）                               
　世田谷居場所サミット　    
　　　　　　　　  （20 日）
　タマデンマルシェ（27 日）

　お隣さまお茶会 vol.111
　　　　　　　　   （9 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （17 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　    （2,12 日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （18 日）
　玉田 1,2 丁目住環境
　協議会総会　　 （29 日）
　タマデンマルシェ（15 日）
   街角保健室 KOTORI                         
　　　　　　　　 （30 日）

　お隣さまお茶会 vol.112
　　　　　　　　 （14 日）
　ここからカフェ vol.85
　　　　　　　　   （5 日）
　街角保健室
   ＠えんがわ inn  （16 日）
　タマデンマルシェ（20 日）
   街角保健室 KOTORI                         
　　　　　　　　 （29 日）
   お出かけ美容院  （15 日）
   玉田シニアサロン （13 日）

　ここからカフェ vol.86
　　　　　　　　 （23 日）
   お出かけ美容院  （19 日）

　お隣さまお茶会 vol.113 
　　　　　　　　　（8 日）
　街角保健室 KOTORI      
　　　　　　　　（16 日）         
　ここからカフェ vol.87
　　　　　　　　 （20 日）
　プレーリヤカー
   ねこじゃらし    （16 日）
　プレーリヤカー
   奥沢公園　   （10,18日）
　玉田シニアサロン （7日）
　タマデンマルシェ（21 日）

⑥タマデンマルシェ×九品仏アートフェスタ×宮本三郎記念美術館と地域の会

⑤九品仏アートフェスタ

　今年のマルシェでは、 2019 年から約 2 年、 玉川田園調布でアートプロジェクトを展開して

いた marksearch （Sue / Bruce） さんとの交流が再開し、 8 月には、 約 4 年ぶりに東京、 東

北に訪問され玉川田園調布でもワークショップを開催しました。 コミュニティのアーカイブを

テーマに、 様々な活動を世界中で展開されているお二人。 前回の世田谷でのプロジェクト

では 「声の記念碑」 を制作しました。

 東北での新たなプロジェクト実施に向け、 タマデン Marche とコラボし、 2025 年 9 月、 展示

やワークショップを行います。 今後も、誰もが参加しやすい安心できる場、居心地のよいコミュ

ニティを目指して様々な形でマルシェとアートでコラボ企画を行っていきます。 九品仏アート

フェスタ、 宮本三郎記念美術館ともつながっていく予定です。

　● 「ケアする社会は居場所から」 「居場所は誰でもつくれるよ～」　
　4/20( 日 )、 玉川まちづくりハウスは、 昨年に引き続き参加しました。

　玉川まちづくりハウスもまさにそうなのですが、 自分たちの活動をしていると、

それだけに追われ、 横につながっていく暇がない…という事態に陥りがち。 こう

いう網羅してくれるような集まりは貴重だと、 昨年参加して強く思ったからです。

　昨年の約 40 団体から増え、今年は 60 団体の参加、場所も三軒茶屋キャロッ

トタワー 4 階の 「生活工房ワークショップルーム A、 B」 を統合して使用できる

ようになり、 広い会場を回遊していると、 あとからあとから団体が出てくるような

設えになっていました。 老若男女大勢いて、 そこで再会したり、 知り合ったり、

人と人が関わっている様子を見ているだけで、 元気になりました。

会場はあちこちにボードがたち迷路のよう

参加団体
それぞれの
発表時間

　九品仏アートフェスタの企画は、 九品仏商店街の中にある TOBARIER Gallery( トバリエ ギャラリー ) で開催していま

したが、 宮本三郎記念美術館と地域の会に合流して行く方向で世田谷美術館と調整中です。 活動のフィールドが広

がることを期待しています。


